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平成20年９月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

平成20年９月11日（木） 

                                           

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第20 議案第８号 橋本市ふるさと応

援基金条例の制定について 

○議長（中上良隆君）日程第20 議案第８号

橋本市ふるさと応援基金条例の制定について 

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）大まかなことはわかる

んですが、初めての制度という点で、少し詳

しく本条例について説明をお願いします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）これにつきまして

は、国会で当初ふるさと納税という形でいろ

いろ議論されたわけでございますけども、今

年の４月30日に、ふるさと納税制度関係法令

案が通ったわけでございます。衆議院で可決

されました。 

 そういうことに伴いまして、市民税、所得

税の10分の１を限度としまして、住んでいる

ところの市町村、県も含めて、自治体へ寄附

金としてできると。その寄附金につきまして

は、住んでいるところの市町村から税金を控

除しますよという制度でございます。という

ことで、５月から全国の市町村、県も含めま

して、全自治体で取り組んでいるような状況

でございます。そういう制度でございます。

そして、寄附金の5,000円につきましては、約

5,000円でございますけども、税金控除の対象

にならないということで、寄附扱いという形

になるようでございます。 

○議長（中上良隆君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）一つは、どの程度の収

入が見込まれるのか。もう一つ、マスコミ等

で言われているのでかなり浸透していると思

うんですが、市民へのこの制度のＰＲといい

ますか、広報といいますか、そこらどのよう

に考えているのか、お尋ねします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）最終的にどれだけ

集まるかというのはちょっとわかりませんけ

ども、９月１日現在で、予算では１件でござ

いますけども、７件の申し出がございます。

ということで、申し出７件で総額が148万

7,000円。それから、そのうち４件については

納付済みになってございます。ということで、

納付済み額が96万円ということで、このまま

伸びていけばかなり集まるのじゃないかとい

うふうに考えてございます。 

 それと、ＰＲの関係でございますけれども、

橋本市におきましては、５月１日にふるさと

寄附金としてホームページのほうにアップロ

ードさせていただきました。ちょっと見にく

い関係もございましたので、この９月にトッ

プページのほうにふるさと寄附金のトップペ

ージの窓を設けて、入りやすいようにさせて

いただいております。それから、東京橋本会

のほうにも、その寄附の依頼ということで、

パンフレットなんかを配布するような形で現

在もいたしております。それから、職員につ

きましても、家族の方、それから友人の方に

お願いするということで、職員にも周知して

いるような状態でございます。 

○議長（中上良隆君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）今、ふるさと応援基金

ということで、148万円現在集まっているとい

うことなんですけども、何でも入ってくるこ

とありゃ出ていくことあるということで、橋
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本市在住の他府県から来た人が自分のふるさ

と、例えば九州でもどこでも結構ですけども、

そこへお金が流れるということ、私はあって

しかるべきやと思うんですよ。その場合、支

出はどれぐらいが今のところ、逆に難しいで

すけども、わかっているんか。そういうのを

当然出したら、税金の免除の対象になるんで

すわね。先ほど言うたように、5,000円以上で

すか。損失とは言いませんけども、そういう

部分はどれぐらい見越しているんかなと。そ

んなのはありませんか。 

○議長（中上良隆君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）この制度につきま

しては、各自治体といいますか、地域、地域

によって歳入の増につながる自治体もあれば

マイナスにつながる自治体もあると推測して

おります。橋本市におきましては、これはあ

くまでも推測の域は出ないんですが、もとも

とは合併する前の旧の橋本市で３万四、五千

人、五、六千人。これが住宅開発等によりま

して、人口増と。それで、新たに橋本市へ転

入された方々がどの地域が自分のふるさとだ

というふうに考えるのか。生まれ育ったとこ

ろが自分のふるさとと考えるのか、橋本市へ

転入されるまでの間に生活されたところを自

分のふるさとと考えるのかということにより

まして考えが変わってくるというふうに感じ

ておりますので、橋本市の場合は比較的、住

宅開発による人口増がありますので、転入さ

れた方々のふるさとというのは橋本以外に求

めていく可能性があるということ。そうなり

ますと、結果的には橋本市はその部分では減

につながるという考えを持っております。 

○議長（中上良隆君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）今の現時点で金額どう

のこうのはわからんと思いますけど、これは

またきっちりと入ってくるお金がわかるんや

から、出ていくお金もわかりますのかな。そ

のときはまた、報告というか、質問させてい

ただいたときには答弁してもらえるのか、そ

れのことだけちょっとお聞きしておきます。 

○議長（中上良隆君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）結果的に寄附金を

どれだけいただくかということの中ではシミ

ュレーションは可能かと思いますので、わか

る範囲では、またご質問いただければ、ご報

告させていただきたいと思います。 

 申告制になっておりますので、その分で数

字はつかめるというふうに思っております。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）済みません、第７条の

ところで、その他も含めて六つのプロジェク

トを上げていただいております。これは、寄

附をされる方、これにお金を使っていただき

たいというような形で寄附をしていただける

と思うんですけれども、実際に今まで、９件

でしょうか、用途を指定したものがあるのか。

また、これが用途を限定しないような場合に、

これは市としてどこに重点的にこの基金を使

っていこうというようなお考えなのか。これ

予算の編成ともリンクして、お考えをお聞か

せください。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）申し出書に意見を

書いていただく欄がございます。使途、それ

から意見も含めてということで書いていただ

く欄がございますけども、どういうふうに使

ってくださいというのは１件だけ、旧高野口

の方ですけど、高野口地区の何かに使ってく

ださいというのが一つあった程度で、ほかは

ございません。ただ、何か礼をくれるのでし

たら冬柿を送ってほしいというのも１件ござ

いましたけども、特にどういう形で使ってく

ださいというのは、このプロジェクトの中で

いただいたというような形になってございま
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す。 

 それと、五つのプロジェクトの中で、現在、

どれに充てんして使うかというのは、お金を

集めている段階で、その議論はちょっとでき

てございません。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）今のところ、その他は

置いておいて、五つのところで使途を限定し

た形での寄附というのはあまりないというこ

となんですけれども、そういったものが今後

出てきたような場合、それも市民の意思とし

て、こういうところに橋本市は力を入れてほ

しいんだというような意思かとも思いますの

で、今後の政策決定の参考にしていただけた

らと思います。 

 それともう一点、多額のご寄附をいただい

た方に、例えば橋本市の名産品とかそういう

ような形でお礼をするというような、柿でし

たり、何かそういったことで、より一層橋本

市の広報につなげていくというようなことも

考えられるかと思うんですけれども、そうい

うお礼とかというのは法的に何か問題がある

のかどうか。ないんであれば、そういったこ

とも検討していただきたいと思うんですが、

ちょっとご見解をお聞かせください。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）5,000円の部分につ

きましては寄附扱いになりますので、それが

税金控除の対象になりませんので、損してい

るのはだれかというたらその方で、得してい

るのが市というような形になります。そうい

うことで、それに見合うような形のお礼とい

うのも考えていきたいなというように考えて

ございます。特に、特産品を中心にして考え

ていきたいなという考えでございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、総務委員会に付託いたします。 

                     

 日程第21 議案第９号 橋本市企業誘致対

策基金条例の制定について 

○議長（中上良隆君）日程第21 議案第９号

橋本市企業誘致対策基金条例の制定について 

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）この橋本市企業誘致対

策基金条例の制定の件なんですが、平成20年

度９月補正予算案の主なものという説明いた

だいた中で、この基金に３億8,000万円を積み

立てると。その財源として、諸収入の中で公

共施設等維持管理負担金（ＪＴ日本たばこ産

業から）４億300万円の収入があったと、こう

いうふうな説明になっているんですが、これ

非常に大きな額なんですが、どのような経過

で、単純に考えたら、公共施設を維持管理す

る負担金ととったら、何か使われていないポ

ンプがあってとかいう話もあるんですが、こ

れは理事の手腕でおそらくこういうかなり大

きな額までＪＴからいただいたとも聞くんで

すが、少しその点説明いただけますか。 

○議長（中上良隆君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）私のほうからちょ

っとご説明をしたいと思います。 

 補正予算で、歳入で、雑入、今議員のおた

だしがあったようですけど、４億300万円、Ｊ

Ｔからいただいております。その中には、現

在、紀ノ川の右岸側にポンプ場があるわけで

ございますけども、ポンプ場及びその用地も

含めて、すべてＪＴから市のほうに譲渡とい

うことでいただきました。当然、市へ譲渡と
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いうことになりますと、そのポンプ場の維持

管理、また周辺の水路、それから里道等の改

修、それらも含めていただいておりまして、

もう一つは、橋本市が積極的に企業誘致を進

める中で、ＪＴ側といたしましたら、反対に

出ていくという格好になっておりまして、そ

んな関係で、ＪＴ側からも一つは橋本市の企

業誘致に協力をしたいという意向もございま

した。今のＪＴの北側の用地につきましても、

市が購入したということで、非常に市も協力

をさせていただいたわけでございますけども、

そういういきさつもありまして、今回、企業

誘致室の理事をはじめ、職員の中でいろいろ

ＪＴ側と協議を重ねまして、かなりの多額の

負担をしていただいたと。 

 ただし、本来は、一部そのポンプ場の処理

分はあくまで公共施設維持管理負担金として

いただくべきであって、その残りの分につき

ましては、例えば寄附金という扱いになるわ

けでございますけども、ＪＴ側の意向で、会

社の経理上、寄附金として支出はできないと

いう意向もございましたので、公共施設維持

管理負担金としてまとめてお支払いしたいと

いうことでございました。 

 そういう経緯がありまして、今回、一括で

雑入として受け入れさせていただきまして、

それぞれの目的に合った基金のほうへ積み立

てをさせていただいたということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）経過はわかりました。

わかったんですが、この４億300万円という、

非常に額が大きいんです。ＪＴも話が非常に

よくわかるというか、橋本市のために、これ

からの企業誘致のために踏ん張るというか、

頑張りましょうということで出していただい

たのかなとも思うんですけれども。 

 これは、企業誘致等にしか使えないという、

その辺はＪＴの強い意思といいますか、そう

いうのがあるんでしょうか。あまりにも大き

な額なので。過日の一般質問でも、いろいろ

提案しても、財政難ということで一括されて

いるんですが、そこらの点伺います。 

○議長（中上良隆君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）ＪＴ側との話の経

緯の中で、やはり、橋本市が積極的に企業誘

致をしておる中で、ＪＴも協力していきたい

ということの意向を受けまして、もともとな

かった基金をつくりまして、それに積み立て

たということでございます。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

 11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）話が出たんで、これ諸

収入なんで収入のところで話をしようと思っ

たんだけど、今したほうがと思いましたので、

ＪＴの今の話なんですが、これにつきまして

は、もともとＪＴが撤退するときに、地元の

地域との話の中でという経過の中で、市と３

者でこういう形に落ちついたと理解はできる

んですが、やっぱり、地元の皆さんの思って

いることもきちんと責任を持って市がやって

あげてくれるという前提でないと話はおかし

くなるので、それにつきましては、きちんと

市が責任を持って、さっき水路とかいろいろ

ありましたが、その内容につきましては地元

とご相談いただいたらいいと思いますが、Ｊ

Ｔとしたら、これで責任を逃れたという解釈

になると思うんで、それについては、地元の

皆さんもやっぱり市に責任を持ってもらうほ

うが安心できると。それは当然の話なんで、

その辺も含めて、きちんと地元の皆さんのこ

とも責任を持ってやっていただけるという前

提の話ということで、それをきちんとここで

言うておいてもらえたら私は賛成できるんで

すけども、その辺の答弁よろしくお願いしま
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す。 

○議長（中上良隆君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）財産につきまして

も、すべて市に譲渡ということになっており

ますので、今後は市が窓口ということになろ

うかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）窓口はわかっています、

ここへ出ているんですから。だから、地元と

の話をきちんとしてくれるという、それをこ

こでしますと言うてくれたらそれでいいんで

す。 

○議長（中上良隆君）理事。 

○理事（塚本 基君）交渉事の中でいろいろ

あるんですけども、岩田議員言われるように、

地元とちゃんと詰めた形で、みんなうまいこ

といくような形で進めていきたいというふう

に考えております。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）済みません、関連して

ですけども、今岩田議員からあったんですけ

ども、ポンプ場とか水路その他の整備に使っ

ていかないかん部分もあろうかと思うんです

けども、そしたら、これ企業誘致のほうにほ

とんどが回しておるんですけども、今後、地

元の対策といいますか、あの敷地内から紀ノ

川までごっつい水路といいますか、排水路と

いいますか、そういうものがたしか行ってい

ると思うんですけども、その辺の工事関係が

かかってこようかと思うんです。今後、その

辺の費用がかかってきたときに、ＪＴからい

ただいた分がほとんど企業誘致のほうへ回っ

ておるんです。今後の工事については、一般

会計から負担をしていかなだめだと思うんで

すけど、その辺どれぐらいの費用がかかるん

か、それの見通しもあるんでしょうかね。 

○議長（中上良隆君）理事。 

○理事（塚本 基君）一般会計の補正の中で

の話にもなるんですけども、４億300万円をＪ

Ｔからちょうだいしまして、３億8,000万円を

企業誘致基金に積んだと。2,300万円が、次の

条例になるんですけども、施設管理負担基金

のほうへ行くというふうなことでございます。

そこら辺の試算した中で、今辻本議員言われ

るような部分についても、そういうふうな割

り振りをさせていただいというふうなことに

なっておりますので、ご理解のほどよろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第９号に

ついては、企業誘致対策調査特別委員会に付

託いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、企業誘致対策調査特別委員会に付

託することに決しました。 

                     

 日程第22 議案第10号 橋本市公共施設等

管理基金条例の制定について 

○議長（中上良隆君）日程第22 議案第10号

橋本市公共施設等管理基金条例の制定につい

て を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）最初に、説明のときに

は、宅地開発等により市に移管された道路や

緑地といった公共施設等を維持管理するため

に資金を充てるために基金を設置するという

説明があったんですけども、今の話でいきま

すと、2,300万円はポンプ場、水路とかを含め
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ての維持管理の費用に充てるということが見

えてきたんですけれども、第２条の１番、宅

地開発により施工者から市に移管された道路、

緑地、広場等、ここに使うという、宅地開発

によりということになれば、城山台から始ま

って、いろいろたくさんあると思うんですけ

れども、こういうところも含めての維持管理

費用に充てる基金であるのかどうかというの

が一つ。 

 今回、この2,300万円と南海電鉄からの900

万円をこの基金に積み立てるような補正予算

になっているんですけれども、実際にこの後

どういうふうな形で進んでいくのか、ご説明

お願いいたします。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（樽井豪男君）まず宅地開発によ

るという絡みでございまして、これにつきま

しては、今議員の言われました三石台の西側

の山林なんですけども、それは覚書によりま

して一応市のほうに移管されるということに

なります。それにつきまして、南海が１年間

約30万円の管理費用が発生しておるというこ

とで、30年間分の900万円ということで、一応

この件でいただくようになっております。こ

れにつきましては、三石台と宅地開発の絡み

で使いたいと思っております。 

 先ほどの企業誘致関連の2,300万円につき

ましては、２号で企業誘致関連2,300万円とい

うことで仕分けをして考えております。 

 以上です。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、経済建設委員会に付託いたします。 

                     

 日程第23 議案第11号 橋本市職員の公益

法人等への派遣等に関する条例

の一部を改正する条例について 

○議長（中上良隆君）日程第23 議案第11号

橋本市職員の公益法人等への派遣等に関する

条例の一部を改正する条例について を議題

といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）少しここで、条例改

正ということで、単に公益法人が公益的法人

ということに改めるだけなんですが、ちょっ

と教えてほしいんですけど、公益法人といえ

ば公益法人だけやけども、公益的というふう

な、的という言葉が入ることによってある程

度拡大解釈できるんかなということがあるん

ですけども、そこら辺についてちょっと教え

ていただきたいのと、現在、橋本市からいろ

んなところに派遣されているんですけども、

ある意味、また違うところにも派遣できるよ

うな、条例改正によってはそういうことも考

えられるんかなと思うんですけど、その点お

伺いします。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）地方公務員法で、

公益法人への派遣につきまして、公益法人と

公益的法人がどない違うかというのは、公益

法人の定義についてきちっと整理されてなっ

てございます。ということで、具体的に言い

ましたら、裁判員制度なんかもありました中

で、公益法人がちょっとふわっとしておった

ところがあったんですけども、公益的法人と

いう名前の中で、具体的に把握はしていませ

んけど、拡大されているのは確かでございま

す。それで、その定義につきましても、きち

っとされているということでございます。 

〔「答弁もれ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）21番 上久保君、指摘
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してください。 

○21番（上久保 修君）答弁もれということ

で、今現在、橋本市から派遣している職員、

何人ぐらいかというんか、そのことによって、

拡大解釈というふうに言われましたけど、要

するに、僕らとしたら、公益法人から公益的

という字が入ったら、やっぱり拡大解釈でき

るわけですんで、それ以上に派遣できる場所

があるんかどうかということをたしかお尋ね

したと思うんですけども、その辺の話を聞か

せてほしんです。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）ちょっとお時間い

ただきたいと思います。公益法人を公益的法

人の違いを具体的に説明したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 答弁は保留ですね。これ議決してしまうん

で。 

 この際、11時まで休憩いたします。 

（午前10時50分 休憩） 

                     

（午前11時00分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）先ほどの答弁で、

ちょっと訂正もございます。裁判員制度につ

きましては、関係ございません。そういうこ

とで、ちょっと認識不十分で失礼いたしまし

た。 

 この変更につきましては、一般社団法人及

び財団法人に関する法律が改正されました。

ということで、中間法人とかそういうことが

なくなったことと、それからもう一つ、公益

社団法人及び公益財団法人の認定等に関する

法律というのも改正されました。その中で、

公益法人の定義というのがちょっと変わって

ございます。ということで、それを受けまし

て、地方自治法で公益法人から公益的法人と

いうことに名称変更みたいな形でございまし

て、ほとんど内容は変わってございません。 

 それと、現在市が行っている派遣ですけど

も、県のほうへ２名、これは本庁というのは

和歌山市のほうと振興局のほうです。それか

ら、後期広域連合のほうへ１名、それから社

協のほうへ１名ということで、今回、これに

よって公益的法人ということで、社会福祉協

議会への派遣が対象になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 橋本市職員の公益法

人等への派遣等に関する条例の一部を改正す

る条例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中上良隆君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし
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た。 

  

 


